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１１
非
正
規
労
働
者
等
の
組
織
化

に
取
り
組
む
な
ど
、
労
働
運

動
に
介
入
し
た
革
マ
ル
派

　

革
マ
ル
派
は
、
平
成
二
一
年
中
、
完
全
失
業
率
が

悪
化
す
る
な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
を
組
織
拡
大
の
好

機
と
と
ら
え
、
非
正
規
労
働
者
、
青
年
労
働
者
、
労

働
組
合
未
加
入
者
等
（
以
下
「
非
正
規
労
働
者
等
」

と
い
い
ま
す
。）
の
組
織
化
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
二
一
年
三
月
、
三
重
県
四
日
市
市
の

ホ
テ
ル
に
偽
名
で
宿
泊
し
た
革
マ
ル
派
の
幹
部
活
動

家
一
人
を
有
印
私
文
書
偽
造
・
同
行
使
罪
で
逮
捕
し

ま
し
た
。
二
〇
年
一
一
月
に
は
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ

ル
に
偽
名
で
宿
泊
す
る
な
ど
し
た
革
マ
ル
派
活
動
家

一
二
人
を
同
罪
等
で
逮
捕
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

事
件
捜
査
等
を
通
じ
、
革
マ
ル
派
が
「
労
働
者
連
帯

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
同
派
の
活
動
で
あ

る
こ
と
を
隠
し
な
が
ら
、
非
正
規
労
働
者
等
の
組
織

化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
を
好
機
と
と
ら
え
、
労
働
運
動
等
へ
の
介
入
を
強
め
た
過
激
派

　

ま
た
、
革
マ
ル
派
は
、
二
一
年
一
月
二
五
日
、
京け
い

品ひ
ん

ホ
テ
ル
（
東
京
都
港
区
所
在
）
の
元
従
業
員
ら
に

建
物
の
明
渡
し
を
求
め
る
仮
処
分
が
強
制
執
行
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
多
数
の
活
動
家
を
動
員
し
て
「
抗

議
」
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、機
関
紙
「
解
放
」

で
、
同
ホ
テ
ル
の
「
解
雇
撤
回
」
闘
争
や
、「
年
越

し
派
遣
村
」
を
再
三
取
り
上
げ
る
な
ど
、
社
会
的
耳

目
を
集
め
る
労
働
争
議
等
に
積
極
的
に
介
入
す
る
姿

勢
を
見
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
機
関
紙
「
解
放
」（
七
月
一
三
日
付
け
）

に
お
い
て
、
植
田
琢
磨
議
長
及
び
政
治
組
織
局
の
連

名
で「〈
同
志
黒
田
寛
一
逝
去
三
周
年
〉に
あ
た
っ
て
」

と
題
し
、「
労
働
者
階
級
の
団
結
と
巨
大
な
決
起
を

促
す
武
器
こ
そ
が
同
志
黒
田
が
創
造
し
た
〈
反
帝
国

主
義
・
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
〉
戦
略
」
な
ど
と
訴
え

ま
し
た
。
新
政
権
成
立
後
に
は
、
同
紙
で
「
連
合
指

導
部
は
、「
笑
顔
の
ネ
オ
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
党
」
で
あ

る
民
主
党
を
下
支
え
し
て
い
る
」
な
ど
と
繰
り
返
し

批
判
し
、
活
動
家
を
動
員
し
て
同
内
容
の
ビ
ラ
配
布

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
衆
運
動
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沖
・

ア
デ
ン
湾
周
辺
海
域
派
遣
、
い
わ
ゆ
る
船
舶
検
査
特

措
法
案
の
採
決
、
在
日
米
海
軍
横
須
賀
基
地
へ
の
原

子
力
空
母
配
備
一
周
年
、
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
の
来

日
等
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
家
を
動
員
し
て
「
反

対
」
の
集
会
・
デ
モ
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
Ｊ
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Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
組
合
員
を
大
量
動
員

し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員
ら
に
よ
る
組
合
脱
退
及

び
退
職
強
要
事
件
に
対
す
る
支
援
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
六
月
五
日
、
一
審
有
罪
判
決
に
対
す
る
被

告
人
の
控
訴
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
組

合
は
、
そ
れ
以
降
も
「
不
当
判
決
」
な
ど
と
訴
え
る

集
会
に
取
り
組
み
、組
織
の
引
締
め
を
図
り
ま
し
た
。

　

革
マ
ル
派
は
、
引
き
続
き
、
死
亡
し
た
黒
田
寛
一

前
議
長
の
「
遺
志
の
継
承
」
を
訴
え
な
が
ら
、
現
在

の
社
会
経
済
情
勢
を
と
ら
え
て
労
働
運
動
へ
の
介
入

を
強
化
し
、
組
織
の
拡
大
に
取
り
組
む
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
。

２
労
働
・
学
生
運
動
へ
の
介
入

を
軸
と
し
て
、
国
際
連
帯
活

動
に
も
取
り
組
ん
だ
中
核
派

２
　

中
核
派（
党
中
央
）（
以
下「
党
中
央
」と
い
い
ま
す
。）

は
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
を
と
ら
え
て
「
百
年
に

一
度
の
革
命
情
勢
」
な
ど
と
主
張
し
、
労
働
運
動
等

に
介
入
し
て
組
織
の
維
持
、
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

党
中
央
は
、
年
初
か
ら
、「
生
き
さ
せ
ろ
！
ゼ
ネ

ス
ト
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
政
府
や
日
本
経
済
団
体

連
合
会
に
対
し
て
「
雇
用
確
保
」
な
ど
を
訴
え
る
集

会
、
デ
モ
に
取
り
組
み
、
同
派
が
雇
用
問
題
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、

非
正
規
労
働
者
等
の
「
解
雇
撤
回
」
を
求
め
、
各
地

で
労
働
争
議
に
介
入
し
、
新
た
に
労
働
組
合
を
結
成

す
る
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

党
中
央
は
、「
法
政
大
学
の
再
拠
点
化
」
を
目
的

に
「
法
大
闘
争
」
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
同
大

学
周
辺
で
集
会
、
デ
モ
等
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
警
察
は
、
活
動
家
ら
延
べ
二
四
人
を

建
造
物
侵
入
罪
等
で
逮
捕
し
、
う
ち
八
人
が
起
訴

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
党
中
央
は
、
被
告
人

の
釈
放
を
求
め
て
署
名
活
動
を
行
っ
た
り
、
都
内
で

「
六
・
一
四
労
働
者
総
決
起
集
会
」（
約
一
、一
五
〇
人

参
加
）
の
翌
日
に
「
六
・
一
五
反
弾
圧
全
国
労
学
総

決
起
集
会
」（
約
六
三
〇
人
参
加
）
を
開
催
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
、
同
調
者
の
獲
得
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
米
国
・
国
際
港
湾
倉
庫
労
組
（
Ｉ
Ｌ
Ｗ

Ｕ
）
等
が
主
催
す
る
「
国
際
労
働
者
会
議
」（
米
国

「６・14労働者総決起集会」開催時のデモ（６月、東京）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
七
月
六
日
に

開
催
）
に
代
表
者

を
参
加
さ
せ
る
な

ど
、
国
際
連
帯
活

動
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

党
中
央
は
、
結

成
以
来
初
め
て

「
綱
領
草
案
」
を

作
成
し
、
機
関
紙

「
前
進
」（
一
〇
月

五
日
付
け
）
で
公

表
し
ま
し
た
。
同

「
草
案
」
は
、
暴
力
革
命
の
方
針
を
明
示
す
る
と
と

も
に
、
労
働
運
動
に
対
す
る
介
入
、
国
際
連
帯
活
動

等
を
重
視
す
る
姿
勢
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

一
一
月
一
日
に
は
、
毎
年
恒
例
の
年
間
最
大
の

取
組
み
と
し
て
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
大
音
楽
堂
で

「
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

一
万
人
の
動
員
目
標
に
対
し
、
前
年
を
二
五
〇
人
下

回
る
二
、三
〇
〇
人
の
参
加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
九
年
一
一
月
に
分
裂
し
た
関
西
地
方
委

・・・プロレタリア革命は本質的に暴力革命である。
ブルジョア独裁の国家権力を打倒して労働者階級が打
ち立てる新しい国家は、プロレタリアートの独裁であ
る。・・・

・・・民族・国籍・国境を越えたプロレタリアートの
団結こそ、帝国主義による侵略戦争・世界戦争を実力
で阻止し、プロレタリア世界革命を現実にたぐりよせ
るものである。・・・

中核派（党中央）の「綱領草案」抜粋
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員
会
（
以
下
「
関
西
反
中
央
派
」
と
い
い
ま
す
。）
は
、

失
業
者
や
非
正
規
労
働
者
等
の
獲
得
を
ね
ら
っ
て
労

働
相
談
に
取
り
組
ん
だ
り
、
労
働
組
合
が
主
催
し
た

「
派
遣
村
」
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

関
西
反
中
央
派
は
、
機
関
紙
の
名
称
を
「
革
共
同
通

信
」
か
ら
「
未
来
」
に
変
更
し
、
同
紙
に
他
セ
ク
ト

の
取
組
み
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
超
党
派
に
よ

る
「
憲
法
第
九
条
改
定
を
許
さ
な
い
六
・
一
四
全
国

集
会
」（
都
内
で
開
催
）
に
活
動
家
多
数
を
動
員
す

る
な
ど
、市
民
団
体
や
他
セ
ク
ト
が
主
催
す
る
集
会
、

デ
モ
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、「
既
成
セ
ク
ト
の
枠

を
超
え
た
統
一
戦
線
の
構
築
」
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

党
中
央
は
、
今
後
も
、
労
働
運
動
等
へ
の
介
入
を

強
化
し
、
組
織
の
維
持
、
拡
大
を
目
指
す
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
党
中
央
、
関
西
反
中
央
派
と
も
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
開
催
、
憲
法
改
正
問
題
等
を
と
ら
え
、
反

対
闘
争
に
積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。

日
雇
労
働
者
、
障
が
い
者
へ
の

働
き
掛
け
を
続
け
た
革
労
協

３３
　

革
労
協
は
、「
被
差
別
大
衆
の
解
放
運
動
を
推
進

し
、
党
へ
の
結
集
を
組
織
化
す
る
」
と
し
て
、
日
雇

労
働
者
の
雇
用
問
題
、
障
が
い
者
問
題
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

主
流
派
は
、
福
岡
・
築
港
地
区
で
「
福
岡
・
築
港

日
雇
労
働
組
合
」
を
運
営
し
、
日
雇
労
働
者
に
対
し

て
炊
き
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、
同
派
が
取
り
組
む

成
田
闘
争
や
「
反
戦
」
闘
争
に
こ
れ
ら
の
労
働
者
を

動
員
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
警
察
は
、
二
一
年

二
月
、
革
労
協
主
流
派
活
動
家
ら
に
よ
る
組
織
的
な

犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
違
反
事
件
の
公
判
を
妨
害
し
た
同
派
活
動
家
及
び

日
雇
労
働
者
一
一
人
を
逮
捕
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
同
派
は
、
機
関
紙
「
解
放
」（
三
月
一
日
付
け
）

に
「
戦
闘
宣
言
」
を
掲
載
し
、「
組
織
弾
圧
に
報
復
・

反
撃
せ
よ
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
同
派

の
取
組
み
へ
の
動
員
は
大
幅
に
減
少
し
、
同
派
が
主

導
す
る
障
が
い
者
団
体
の
活
動
も
低
調
と
な
り
ま
し

た
。

　

反
主
流
派
は
、
東
京
・
山
谷
地
区
で
「
東
京
・
山

谷
日
雇
労
働
組
合
」を
、大
阪
・
あ
い
り
ん
地
区
で「
反

戦
・
反
失
業
を
闘
う
釜
ヶ
崎
労
働
者
の
会
」
を
、
福

岡
・
築
港
地
区
で
「
福
岡
・
築
港
日
雇
労
働
組
合
」
を
、

沖
縄
・
首
里
地
区
で
「
沖
縄
・
首
里
日
雇
労
働
組
合
」

を
そ
れ
ぞ
れ
運
営
し
、
日
雇
労
働
者
に
対
す
る
炊
き

出
し
や
「
労
働
相
談
」
を
行
う
と
と
も
に
、
同
派
が

取
り
組
む
「
反
戦
」
闘
争
や
「
障
害
者
差
別
糾
弾
」

闘
争
に
こ
れ
ら
の
労
働
者
を
動
員
し
ま
し
た
。ま
た
、

同
派
は
、
障
が
い
者
団
体
へ
の
介
入
、
浸
透
を
図
る

と
と
も
に
、一
部
の
大
学
内
で
、「
医
療
問
題
研
究
会
」

等
の
名
称
を
用
い
て
サ
ー
ク
ル
活
動
を
装
い
、
障
が

い
者
、
学
生
へ
の
働
き
掛
け
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
活
動
資
金
を
得
る
た
め
に
、
介
護
事
業
所

を
経
営
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
介
護
事
業
所
に
活

動
家
を
勤
務
さ
せ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
一
年
一
〇
月
に
は
、
同
派
に
よ
る
と
み

ら
れ
る
「
在
日
米
空
軍
横
田
基
地
に
向
け
た
飛
翔し

ょ
う弾

発
射
未
遂
事
件
」
が
、
一
二
月
に
は
、
同
じ
く
「
在

日
米
海
軍
厚
木
基
地
に
向
け
た
飛
翔
弾
発
射
未
遂
事

件
」
が
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
ま
し
た
。

「在日米空軍横田基地に向けた飛翔弾発射未遂事件」の飛翔弾（左）と発射装置（模型）
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革
労
協
の
両
派
は
、
今
後
も
、
日
雇
労
働
者
、
障

が
い
者
へ
の
働
き
掛
け
を
続
け
な
が
ら
、
組
織
の
維

持
を
図
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
派
の
存

在
を
誇
示
す
る
た
め
、重
点
と
す
る「
成
田
」・「
反
戦
」

の
闘
争
課
題
に
関
連
し
た
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

４
平
行
滑
走
路
の
供
用
開
始

等
に
強
く
反
発
し
て
取
り

組
ま
れ
た
成
田
闘
争

４
　

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
は
、
二
一
年
七
月
二
九

日
、
更
な
る
機
能
拡
充
と
安
全
性
の
向
上
に
向
け
、

平
行
滑
走
路
と
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
を
結
ぶ
新
誘
導

路
の
建
設
計
画
、
西
側
誘
導
路
の
改
良
計
画
（「
へ
」

月
二
二
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
計
画
よ
り
前
倒
し
し

て
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
北
原
グ
ル
ー
プ

と
こ
れ
を
支
援
す
る
中
核
派
、
革
労
協
主
流
派
等
の

過
激
派
は
、こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、「
三
里
塚
闘
争
・

反
対
同
盟
つ
ぶ
し
の
攻
撃
」、「
絶
対
許
せ
な
い
暴
挙
」

と
強
く
反
発
し
、
七
月
五
日
に
三
里
塚
現
地
闘
争
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
一
〇
月
一
一
日
の
「
全

国
総
決
起
集
会
」
に
は
、
一
一
年
以
降
で
は
最
大
と

な
る
約
一
、一
四
〇
人
を
動
員
し
、
反
対
闘
争
の
盛

り
上
げ
を
図
り
ま
し
た
。
特
に
、革
労
協
主
流
派
は
、

同
派
の
機
関
紙
で
平
行
滑
走
路
の
供
用
等
に
対
す
る

「
爆
砕
」
を
主
張
し
、
強
く
反
発
し
て
い
ま
す
。

　

二
二
年
は
、
新
誘
導
路
の
建
設
工
事
、
西
側
誘
導

路
の
改
良
工
事
等
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
過

激
派
は
、
こ
れ
ら
を
と
ら
え
て
成
田
闘
争
の
盛
り
上

げ
を
図
り
、そ
の
過
程
で
、そ
の
「
着
工
阻
止
」、「
爆

砕
」
を
主
張
し
て
、
空
港
関
係
者
、
空
港
関
連
施
設

等
に
対
す
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

過
激
派
対
策
の
推
進

５５
　

警
察
で
は
、
二
一
年
中
、
過
激
派
に
対
す
る
事
件

捜
査
、非
公
然
ア
ジ
ト
発
見
に
向
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
、

の
字
に
曲
折
し
た

部
分
を
緩
や
か
な

線
形
に
す
る
も

の
）
等
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
新

た
に
東
側
に
建
設

し
た
誘
導
路
を

同
月
三
〇
日
に
、

二
、五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
た
平

行
滑
走
路
を
一
〇

成田国際空港の平行滑走路とその誘導路

ア
パ
ー
ト
等
に
対
す
る
ロ
ー
ラ
ー
等
を
継
続
し
て
推

進
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
始
め
と
す
る
各
種

媒
体
を
活
用
し
た
積
極
的
な
広
報
活
動
を
実
施
す
る

な
ど
、
各
種
過
激
派
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
九
月
に
は
、
関
東
運
輸
局
東
京
運
輸

支
局
の
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
で
虚
偽
の
名
義
に

よ
り
普
通
乗
用
自
動
車
を
新
規
登
録
し
た
中
核
派
活

動
家
ら
二
人
を
電
磁
的
公
正
証
書
原
本
不
実
記
録
・

同
供
用
罪
で
逮
捕
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
月
に
は
、
東
京
都
千
代
田
区
内
で
無
届

け
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
た
中
核
派
系
全
学
連
活

動
家
ら
六
人
を
逮
捕
す
る
な
ど
、
二
一
年
中
、
過
激

派
活
動
家
ら
計
六
一
人
を
検
挙
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
引
き
続
き
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
過
激
派
に
対
す
る
取
締
り
を
徹
底
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。


